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【背景】 
昨今、一切の CO2を排出しないクリーンエネルギーであり、エネルギー損失も少ない燃料電池 (Fuel Cell)の
研究開発が盛んに行われている。中でも、近年注目を集めているアルカリ電解質を用いた AEMFC(Anion 
Exchange Membrane Fuel Cell)は、貴金属触媒を用いずに高い出力が得られるうえ、燃料の多様性から水加
ヒドラジンのような液体燃料を用いることができる。一方、酸性環境で運転する PEMFC(Proton Exchange 
Membrane Fuel Cell)に比べると、イオン伝導性が低いことや過酸化物による触媒や膜の耐久性の低さが課
題となっている。AEMFC の Cathode でおこる酸素還元反応(ORR: Oxygen Reduction Reaction)[1]式は、
触媒の反応選択性によって、ORR が 2 段階の反応[2]式、[3]式で進む。   
Direct 経路 
𝑂" + 2𝐻"𝑂 + 4𝑒( → 4𝑂𝐻( … [1] 
Series 経路 
𝑂" + 𝐻"𝑂 + 2𝑒( → 𝐻𝑂"( + 𝑂𝐻( … [2] 





PEMFC で用いられるアイオノマー”Nafion”と AEMFC で用いられる”Anion”を用いた場合での ORR につい
て、サイクリックボルタンメトリー法(CV 法)を用いて議論した。ない、触媒インク中の貴金属量について
















図 1 KOH 環境下における 
各アイオノマーでの CV グラフ 
図 2 KOH 環境下における各アイオノマーでの反応選択性 
